
英作文をサポートするｅラーニングソフトウェアの開発 
Development of e-Learning Software Supporting English Writing 

福嶋 雅直 
FUKUSHIMA MASANAO 

西大和学園中学校・高等学校 
Nishiyamato Gakuen Junior High School and High School 

 
要  旨 

英作文では、教師がいくら労力をかけて生徒の作文を添削しても、生徒が試行錯誤しなが

ら書くことを習慣化できなければ、本当の意味で書く力を伸ばすことはできない。英作文に

おいて自己添削力をつけることが書く力を向上させる鍵であると考え、英作文自己添削ソフ

トウェア「作文くん」を開発した。ここでは、「作文くん」の活用例を中心に紹介する。 
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1. はじめに 
これまで和文英訳の授業では、全ての生徒の答

案を事前に回収して添削をし、それをもとに解説

をしていたので、大変な労力を費やしていた。あ

る日、この添削を通じて最も学力がついているの

は私自身ではないかと思い至った。何度書かせて

も同じような間違いを繰り返し、自分で自分の答

案を見直す手間を怠っている生徒が多かった。こ

れに対して、添削をするために、本当にその表現

が正しいのかを辞書やネットで調べたり、同僚の

先生やネイティブの先生に質問したりすることを

私は日常的にやっていた。こうした試行錯誤を繰

り返す中で、英作文力がついたと実感できた。こ

うした経験から、「自己添削力」をつけることが書

く力を伸ばす鍵であると考えるようになり、英作

文自己添削ソフトウェア「作文くん」を開発した。 
 
2. 「作文くん」を活用した自己添削の実例 

「作文くん」がどのように学習者の自己添削を

サポートするかを、具体例を挙げて説明していき

たい。ここでは、模範解答を(a)(b)(c)、生徒が書い

た答案を(S)、添削結果を(R)として表す。なお、模

範解答文中の（ ）内の表現は省略可能であり、

［ ］内の表現は直前の下線部の語（句）と交換

可能であることを示す。また、添削文中の[word]

はその語を消す、（2 words）はそこに 2 語補う（消

した語句を含む）という指示である。 
 
(Q) 近年、電子書籍の普及が急速に進んできた。 
(a) Nowadays(,) [These days(,)] more and more 

people read [are reading] digital books. 
[electronic books. / e-books.] 

(b) Nowadays(,) [These days(,)] the number of 
people who read digital books [electronic 
books / e-books] is increasing [rapidly. / fast. / 
quickly.]  

(c) In recent years(,) the number of people who 
read digital books [electronic books / e-books] 
has been rapidly [fast / quickly] increasing. 

 
【1 回目】 
(S) In recent years, people who read digital 

books are increasing. 
(R) In recent years (3 words) people who read 

digital books [are] (3 words) increasing. 
【2 回目】 
(S) In recent years, the number of people who 

read digital books have been increasing. 
(R) In recent years, the number of people who  
read digital books [have] (1word) been (1 word)  



increasing. 
【3 回目】 
(S) In recent years, the number of people who 

read digital books has been rapidly increasing. 
 
1 回目、生徒は模範解答(a)(b)(c)をミックスした

ような英文を書いた。ヒントを参照して、(c)パタ

ーンで書けばよいと判断して答案を訂正した。2
回目、ほぼ正解に近づいたが、have の数のミスと

「急速に」にあたる表現が欠けていることに気づき、

さらに答案を訂正した。3 回目、ようやく正解にた

どり着くことができた。 
従来の教師による解説で、模範解答として(a)と

(b)しか示さなければ、この生徒は(b)の模範解答で

添削し、最初に書いた答案とは大きく異なるもの

を正解として受け入れざるを得なくなる。(c)まで

提示したとしても、生徒は 2 回目の訂正のように、

ミスを見落としたままにするかもしれない。 
また、模範解答を生徒に示す場合、ここで紹介

したような模範解答（全部で 39 通り）では詳しす

ぎて、生徒にとっては逆にわかりにくいこともあ

り、次のような略解で済ませることが多い。 
 

(a) These days, more and more people are 
reading digital books. 

(b) Nowadays the number of people who read 
electric books is increasing fast.  

(c) In recent years, the number of people who 
read e-books has been quickly increasing. 

 
教師の側からすると、全てのパターンを網羅し

たように思うかもしれないが、この生徒にとって

は、digital books や rapidly ではダメなのかと

いった疑問が残るかもしれない。作文くんを使え

ば、従来の和文英訳の授業ではフォローしきれな

かった答案や間違いをサポートすることができる。 
従来型の授業でも、生徒の答案一つ一つについ

て丁寧に解説することは可能であるが、場合によ

っては 1 問の解説に 20 分以上使ってしまうこと

になりかねない。また、(c)の答案を書いた生徒は、

(a)の答案を書いた生徒の解説に興味を示さず、暇

な時間を過ごすことになりかねない。作文くんは、

それぞれの生徒の答案に対して添削をするので、

できる生徒はどんどん先に進めばよいし、作文く

んの添削ではよく分からない生徒に対しては、教

師が個別に対応することもできる。 
 
3. おわりに 

作文くんは全てオンライン上で動くので、リア

ルタイムで双方向に情報をやり取りすることがで

き、フィードバックが迅速である。また、作文く

んには学習結果を送信する機能もあるので、生徒

の進捗状況や間違いの傾向などを把握するのが容

易である。授業では、間違いが多かった問題や質

問が多い項目に焦点を当てて解説できるので、授

業そのものの効率化にもつながっている。さらに、

タブレットＰＣなどに付属の音声入力システムと

連動すれば、スピーキングの練習にもなる。この

ように、ICT の向上とともにできることもどんど

ん増えていくだろう。 
野澤（2014）が指摘するように、ｅラーニング

だけでは、求められる全ての教育・学習環境で最

善策にはなりえない。従来型の対面型授業／集合

学習、さまざまな ICT、教師と学習者たちとが協

調的に支え合うインタラクティブなｅラーニング

授業を組み合わせて、教育効果の相乗効果を持続

的に生む融合型学習法（ブレンディッド・ラーニ

ング）を実現しなければならない。最適なシーン

で最適な方法を選択することが、これからのｅラ

ーニングの重要なポイントである。作文くんも、

英語表現の授業で教師の代わりをするものではな

く、個別に最適化された学びのために、一人一人

の理解度・レベルに応じた添削をし、よりきめ細

かく生徒の英語学習をサポートできるツールとし

て、これからも改良に努めていきたい。 
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